
地域経済循環創造事業交付⾦（ローカル10,000プロジェクト） 交付決定事業⼀覧（令和７年度第９回交付決定） （単位：千円）

事業名
融資予定額
（千円）

⾦融機関 事業背景 事業概要 地域への貢献

15,000

国費： 8,437

地⽅費： 2,813

22,000

国費： 16,500

地⽅費： 5,500

25,000

国費： 12,500、うちR7:620

地⽅費： 12,500、うちR7:620

10,000

国費： 6,666

地⽅費： 3,334

20,000

国費： 4,957

地⽅費： 4,958

52,500

国費： 17,500

地⽅費： 17,500

80,000

国費： 30,000、うちR7:5,151

地⽅費： 10,000、うちR7:1,717

50,000

国費： 16,666

地⽅費： 8,334

●遊休施設であった廃校を活⽤した地域活性化
●航空宇宙産業という新産業の創出による雇⽤創出と地域経済活性化
●地域農業へのドローン導⼊促進による⽣産性向上・省⼒化
●物流や防災など様々な分野へのドローンを主としたデジタル技術の
導⼊

22,0002 宮城県 ⾓⽥市
廃校を活⽤した‟南東北地域航
空宇宙産業センター”事業

仙台銀⾏

●特産品のさくらんぼ・りんご等へのエゾシカ⾷害を抑制し、果樹農
業の持続性を確保
●駆除後の運搬・廃棄業務、財政⽀出など⾏政負担を軽減
●地域のハンターから適正価格で買い取ることで、持続可能な捕獲体
制を確⽴
●新たな特産品で町の魅⼒を⾼め、ふるさと納税や販路拡⼤を通じた
地域ブランド⼒の向上

11,2501 北海道 増⽑町
ハンター発・エゾシカ資源活
⽤事業

留萌信⽤⾦庫
⽇本政策⾦融公庫

団体名 交付予定額
（千円）

●町の観光と地域経済を⽀える果樹農業（R5：農業産出額の53.8%）では、エゾシカに
よる⾷害が深刻な課題。
●防護ネット設置やハンターによる駆除など対策を講じているが、町内にはジビエ加⼯
処理施設がなく、運搬・廃棄も含めて⾏政負担が⼤きい（防護ネット設置費は年間約１
億円）。
●⾼齢化するハンターの担い⼿確保も課題となっている。

●果樹園も営む現役のハンターが、捕獲したエゾシカの加⼯処理施設を整備し、ジビエ精
⾁・ペットフード製造・販売事業を⾏う。
●⼈間の⾷品と同等⽔準の安全基準によるペットフードを商品化し、ジビエ精⾁とともに、
ECサイト、ふるさと納税、ペット⽤品店など多様な販路で展開。
●農閑期（10〜６⽉）にジビエ等販売事業を展開する複合経営モデルとして、同様の課題を
有する地域へのモデルケースとなることを⽬指す。

●市は製造業と農業を主要産業として発展してきたが、若年層の流出等に伴う労働⼒不
⾜が懸念されており、魅⼒ある就業機会の創出を図る必要がある。
●2026年には、JAXA⾓⽥宇宙センター内にロケットエンジンの研究開発を⽀援する「官
⺠共創推進系開発センター」の開設が予定されており、多くの宇宙スタートアップ等が
集積する⾒込み。
●農業について、⾼齢化や担い⼿不⾜への対応としてデジタル技術の導⼊による⽣産性
向上や省⼒化が求められている。

●廃校を活⽤して、事業者が研究開発を進めてきたガスタービン発電機や⼩型ロケットエン
ジンの組⽴・試験などを⾏う拠点を整備し、社会実装に向けて製品の製造・販売を⾏う。コ
ンピュータ制御による⾼精度・複雑形状な部品製造を⾏い、⽣産効率を上げる。
●市固有の地域資源であるJAXA⾓⽥宇宙センターを起点とした新産業を創出するとともに、
市内製造業者に部品製造を外注することで宇宙産業への参⼊を促進する。
●市内農業者等に向けたドローン操縦訓練サービスも提供し、デジタル技術導⼊による⽣産
性向上・省⼒化を図る。

3 埼⽟県

⽇本政策⾦融公庫

●⽝⼭市は、国宝⽝⼭城と歴史ある城下町を有する観光地であるが、⽇帰りの観光客が
多く、地域への経済効果は限定的（R1市調査：宿泊者は全体の3.6%）。
●歴史的建築物145軒のうち約15%が空き家化し、解体・景観悪化が進⾏し⽂化資源の喪
失が懸念されている。
●保存活動の担い⼿が⾼齢化で減少、地域住⺠の関⼼低下により歴史⽂化継承が危機的
状況にある。

●市指定歴史的建造物である明治時代の古⺠家を改修し、プライベートサウナ付き⼀棟貸し
宿泊事業を⾏う。
●特産品の桃や桜を活⽤し、市内事業者等と連携して、桃湯、サウナ⽤天然アロマ、桃・桜
ドリンクやクラフトビールなどの商品開発を⾏い、付加価値を創出する。
●施設内には地域交流スペースを設け、商品開発のための試飲・販売会等を実施するととも
に、各種イベントを通じて地域の歴史⽂化への関⼼を⾼める。

酒蔵施設の再⽣による酒類製
造事業と古⺠家を改装したカ
フェや売店による酒蔵ツーリ
ズム観光拠点としての地域需
要創造事業

埼⽟りそな銀⾏

●秩⽗市は⾃然豊かな観光地であり、都⼼から近く集客⼒はあるが、滞在時間が短く観
光消費は限定的である。
●特定農⼭村地域に指定されている吉⽥地区では、農業従事者の⾼齢化・後継者不⾜に
よる遊休農地の増加等が課題。
●同地区には、400年の歴史を有する酒蔵があるが、未活⽤で⽼朽化による消失リスク
にさらされている。

●歴史的建造物である酒蔵を再⽣して、酒類製造事業と酒蔵観光事業を⾏う。
●地域で⽣産された⽶・果実・農産物を原料とした⽇本酒・焼酎・リキュールを製造・販売
する。国内では観光客を中⼼に販売し、海外輸出も⾏う。
●酒蔵にはカフェを併設し、酒蔵⾒学や仕込み体験などの観光体験を提供する。これにより
インバウンドを中⼼とした観光客の滞在時間延伸を図る。

秩⽗市

5 愛知県 ⽝⼭市
⽝⼭市指定歴史的建造物を活
かした地域交流と宿泊施設整
備プロジェクト

●酒類製造、カフェ、酒蔵⾒学や体験サービスを組み合わせ、滞在時
間の延伸を図るとともに、観光消費額を拡⼤
●地域の農産品等の活⽤により、農業従事者の所得向上や担い⼿を確
保
●歴史的建造物の保存、観光資源としての再⽣・活⽤

25,000、うちR7:1,240

4 ⻑野県 飯綱町
地域資源「りんご」を活⽤し
た観光誘客を⽬的とする菓⼦
製造拠点形成事業

⼋⼗⼆銀⾏

●飯綱町は、「りんごの町」として果樹農業を中⼼に発展してきたが、りんご⽣産者の
⾼齢化等により担い⼿確保が課題。
●町内では空き店舗や空き⼯場が増加し、町の賑わいや雇⽤の減少につながっている。
●町には観光資源が複数あるものの、体験型コンテンツが少ないことにより、滞在時間
が短く観光消費は限定的である。

●機械部品製造の空き⼯場を改修し、りんご菓⼦の⼿作り体験や⼯場⾒学のできる体験型菓
⼦⼯場へと再⽣する。
●りんご菓⼦の⼿作り体験のほか、収穫時期には農園⾒学ツアーも企画し、来訪者が「⾒
て・⾷べて・学ぶ」体験サービスを提供し、滞在型観光を⽬指す。
●施設の観光案内機能として、町の地域おこし協⼒隊が観光コンシェルジュとなり、地域の
魅⼒を直接紹介・情報発信する拠点とする。

●規格外品のりんごも積極的に活⽤することにより、⽣産者の収益増
加・りんご⽣産体制の持続性確保
●空き⼯場の再⽣による、町の賑わいや雇⽤機会の創出
●体験型観光の推進や地域おこし協⼒隊との連携による観光消費額の
増

10,000

●歴史感じる宿泊施設と新たな⽝⼭市ならではの商品の創出により、
⽇帰り観光から宿泊へ転換と観光消費の増加に寄与
●歴史的建築物活⽤のモデルケースとなることにより、景観保全と空
き家化抑制が進み、町並み資源の持続的な保存に寄与
●地域コミュニティの形成促進や地域の担い⼿育成により、歴史⽂化
の普及、継承に寄与

9,915

6 奈良県 奈良市
次世代「商店街」を⽬指す新
施設「餅飯殿ＮＥＸＴ＋」(仮
称) プロジェクト

南都銀⾏
奈良信⽤⾦庫

●奈良市は国際観光⽂化都市として⼈気の観光地であるが、若者の市外流出や、⼥性の
就業率が低く（R2国調では中核市の中で最下位）、魅⼒的な就業機会の確保や新たな挑
戦への⽀援が求められている。
●農業は、⾼齢化等による担い⼿不⾜、⽣産者の所得向上、奈良市東部⼭間地域の農産
品の販路拡⼤が課題。

●中⼼市街地に位置する商店街に、地域コミュニティのハブとなる複合施設を整備し、市内
の特産品（ブランドいちご「古都華」等）を使⽤したメニュー開発を⾏う飲⾷店舗を複数誘
致するとともに、就業機会創出や農産品の消費拡⼤に資する事業を⾏う。
●経営・⾦融などのプロフェッショナルによるネットワークを組成し、セミナー開催やハン
ズオン⽀援により、起業家の育成や事業者の経営⼒向上を図る。
●郵便局と連携して、朝採れ⼤和野菜などの農産品を商店街の各店舗に届けるサービスを提
供するほか、屋内広場で⼀般向けにも販売して、販路・消費拡⼤を図る。

●起業家育成、経営⼒向上⽀援による若者・⼥性の就業率向上
●農産品の販路・消費拡⼤による⽣産者の所得向上、持続的な⽣産体
制の確保

35,000

7 ⿃取県 ⽶⼦市
若者・⼥性の活躍推進！⽶⼦
未来⼈財・資源創造事業

8 ⿅児島県 ⽇置市
⾃然・魅⼒・仕事が融合する
「はたらく街」モデル創出事
業

●ビジネス創出や⼈材育成による就業機会の確保、若者や⼥性をはじ
めとした⼈の流れの創出
●市内産⽊材の活⽤・PRによる林業振興
●地域資源（温泉、⽊材、農⽔産業）を活⽤した教育体験プログラム
の提供により、若者・⼦どもの郷⼟愛を育む。

⿃取銀⾏
⽶⼦信⽤⾦庫

⽇本政策⾦融公庫
よなご住んで楽しいま
ちづくりファンド

●⽶⼦市では、若者の市外への転出が増加し、特に若い⼥性の⼈⼝減少が加速してい
る。
●市の基幹産業である製造業は、多くの⾷品関係企業が集積しているが、BtoB企業が多
くを占めており、若者に地元企業の情報が届いていない。
●地元企業との接点が少なく、地元でのキャリア形成を具体的にイメージできないこと
が、地元定着率が低い要因と考えられる。

●若者・⼥性のキャリア形成⽀援と地域活性化の拠点を整備し、４つの事業を⾏う。
 B_Lab：若者と地元企業をマッチングする交流事業
 B_School：スキルアップ・リスキリング等の⼈材育成を⾏うビジネススクール
 B_Kitchen：⼤⼭⼭麓の名⽔を使った「⽔⾞⽶」や地元⾷材（市内産の⽩ねぎやブロッコ
リー）を使った商品開発等を⾏うレンタルキッチン
 B_Style：地元企業へのインターンシップや移住希望者等への⼀棟貸し宿泊施設

●地元企業と若者の接点を増やすことで、若者の地元定着と企業の雇
⽤確保
●地元産品を使った商品開発による付加価値向上、ブランド化
●チャレンジしやすい環境を整えることで、若者や⼥性の新たな挑戦
を⽀援
●商店街の空き店舗を活⽤することで、中⼼市街地のにぎわい創出

25,000

40,000、うちR7:6,868

⿅児島銀⾏

●かつて温泉街で賑わった⽇置市湯⽥地区では、過疎化の進⾏や、若者や⼥性の就業機
会不⾜が深刻な課題。
●働く場所としての魅⼒向上のためには、ウェルビーイング（⼼⾝の健康）な働き⽅
や、ネイチャーポジティブ（⾃然再興）の視点を企業経営に取り⼊れることも重要。
●市の基幹産業である林業においても、⾼齢化等による担い⼿不⾜が懸念されている。

●オフィス、多⽬的交流スペース、飲⾷テナントなどの複合施設を整備し、共創によるビジ
ネス創造や、⾃然を活かした教育プログラムを実践する。
●建物の60%以上に市内産⽊材を使⽤し、温泉を活⽤したウェルビーイングな働き⽅、⽇置
オリーブの栽培・加⼯体験や⽉⽇⾙の養殖⾒学等を組み込んだ教育プログラムを提供。
●ネイチャーポジティブを起点とした⼈材育成やビジネス開発等を通じて、はたらく街とし
ての地域の魅⼒を⾼め、新産業創出や⼈材流⼊による地域経済の活性化を⽬指す。


